
合併の必要性・メリット

Ｑ　相模原市民にとって、合併はどのようなメリットがあ
るのか。
Ａ　＜小川＞　● 市の面積が増えることは、新たなまちづく
りの可能性が広がることになります。例えば、津久井地域
が持つ自然・文化・歴史等の地域資源が増えることにより、
教育・スポーツや自然保護・レクリエーションなどの市民
活動のフィールドが広がることになります。 
　● 自然との調和により、相模原市のイメージアップになる
ことが期待できます。 
　● 公共施設をはじめ、津久井地域にある各施設の利用が可
能になり、利便性が向上します。 
　● 将来を見据えた中長期的な視点から見た場合に、新たな
産業・観光の創造、都市内分権の推進、行財政の効率化な
ど様々な視点から、多様なまちづくりをする選択肢が増え
ることは、合併の大きな効果であると考えられます。 
　● また、今後の少子高齢社会の到来に備え、厳しい財政状
況や広域的課題等への対応から、自主性・自立性を持った
自立分権都市を目指す必要があり、合併も含め周辺市町と
の連携を図ることは、有効な手段の一つと考えます。 
　● 合併をすることで地域資源が豊富になりますので、それ
らを活用しつつ、合併後も引き続き市の行財政基盤の強化
へ向けて努力を続けていくことで、次の５０年においても住
民の皆様へ適切な行政サービスを提供できるようになりま
す。

Ｑ　津久井郡の豊かな自然は、相模原市民にとって（例え
ば相模大野の住民にとって）合併しない場合とした場合と
どう違ってくるのか。津久井郡の森や湖が合併によって相
模大野に近寄ってくるわけではないと思うが。
Ａ　＜小川＞　合併した場合、津久井地域の森や湖という
豊かな自然が市の地域資源となりますので、市として積極
的に自然を活用した施策の展開が可能となります。例えば
自然を活かした教育、スポーツ、レクリエーションの幅や
自然保護など、市民活動の場が大きく広がることから、市
民にとっては今まで以上に自然がより身近なものになり、
心の豊かさを実感できるようになるものと考えております。

将来ビジョンについて

Ｑ　市内に路面電車やモノレールを作ろうというのは、こ
の時世、信じられない。
Ａ　＜小川＞　１市３町が合併したと仮定した場合、新市
の一体性を確保し、広域的な交流や情報発信の充実を促進
するためにも、新市内を結ぶ交通網の整備が急務になると
思われます。公募委員を中心に構成されている「まちづく
りの将来ビジョン検討委員会」でも、相模原地域と津久井
地域を結ぶ交通網の不足が大きな課題として挙げられてお
りますように、広域幹線道路の早期完成と合わせて、新市
内を結ぶ交通手段のひとつとして、新交通システムの導入
などについて検討する必要があるものと考えております。

Ｑ　「まちづくりの将来ビジョン（素案）」は、合併せず
に今からでも行うことのできることばかりではないか。
Ａ　＜小川＞　地方分権の流れの中で、各自治体が住民の
ニーズに合わせ、かつ近隣自治体との間で調整を図りなが
らまちづくりを行っているところですが、別々の団体であ
るため、必ずしも全ての施策について十分な調整ができる
わけではありません。１市３町がそれぞれ取り組んでいる
施策を、ひとつの自治体として進めることにより、これま
で以上に効率的かつ効果的になるものと考えております。
合併をすることで地域資源が豊富になりますので、それら
を整合性をもって活用することにより、まちづくりの可能
性がさらに広がるものと考えております。

１市３町という枠組み

Ｑ　合併の選択肢として、相模原市を含めた合併の他に、
津久井郡３町、または４町での新市を創る合併という考え
方もあるのかと思う。なぜ、前者を選ばれたのか。
Ａ　＜溝口＞　合併協議は相手の同意があってできること
で、現在郡内の町同士では、合併協議の合意は一切ありま
せん。また、基幹産業がなく、人口の減少や高齢化が進行
する郡内での合併では、財政的にも行政運営が難しいと考
えています。 
※天野町長の回答は、１面の質疑応答をご覧ください。

都市内分権に関すること

Ｑ　都市内分権は本来の住民自治の実現のために不可欠で
あると思う。そのためには、この合併協議がひとつの大き
なきっかけになればより良い結果をもたらすのではないか。
協議会でまちづくりの将来ビジョンの策定により未来の夢
を描くこともよいことと思うが、都市内分権について合併
後５年を目途に検討されるということとの整合がどのよう
にとられるのかお聞きしたい。
Ａ　＜小川＞　ご指摘のとおり、住民自治の実現のため、
都市内分権は効果的な手段と考えられますので、まちづく
りの将来ビジョン（素案）においても、「都市内分権の実
現」が新市の目指すべき将来像を実現するための６つのプ
ロジェクトのうちの一つとして掲げられております。すで
に相模原市では、都市みらい研究所を設置し、都市内分権
の研究を進めているところですが、合併した場合には、３
町の区域を含めた新市全体の区域を対象として、まちづく

りの将来ビジョンの考え方を踏まえ、５年を目途に都市内
分権の検討を進めてまいりたいと考えています。

財政に関すること

Ｑ　社会インフラ整備、特に山間地域の上下水道整備は急
務と思われるが、各町の投資的経費を過去５ヵ年の最低値
で見積もるのは間違いではないか。
Ａ　＜小川＞　地方自治体の財政状況は、高齢化や景気の
低迷など、全国的な規模で進行している社会構造の変化な
どによって、大変厳しくなっています。このことから、財
政シミュレーションを行う際にも、「投資的経費」につい
て、過去５ヵ年の実績数値のうち最低値を適用したもので、
これは、各町が今後も最低限の事業費を確保することを前
提として推計しております。

Ｑ　合併特例債は１０年、歳出削減の効果は１５年の数値とな
っているが、なぜ年数が違うのか。
Ａ　＜小川＞　合併特例債については、発行可能期間が合
併後１０ヵ年であることから、１０年間毎年計上するものとし
たところですが、合併による削減を含めた主な効果につい
ては、普通交付税の合併算定替が、合併して１０年を経過し
てから段階的に５年間で通常の算定になりますので、１５ヵ
年を推計期間としているものです。

Ｑ　合併特例債の返済は、交付税措置（返済金の７０％）を
するとある。相模原市は現在も不交付だが、合併しても不
交付となることが有り得るのではないか。
Ａ　＜小川＞　合併特例債とは、新市が新市建設計画に基
づいて行う事業等について、合併年度及びこれに続く１０年
度に限り発行が出来るもので、ご指摘のとおり、年度ごと
の国の地方に対する地方交付税の算定により新市が不交付
団体となった場合には、交付税は交付されないものです。

Ｑ　合併特例債を何に使うのか。使う予定があるのか。ま
ちづくりのために使用してほしい。
Ａ　＜小川＞　合併特例債の具体的な使途につきましては、
法定合併協議会において策定する新市建設計画の中で、さ
らに検討されるべきものです。

Ｑ　それぞれの自治体で今年度の市債・町債の増減はいく
らになる見通しか。仮に合併したとして、いつまでに完済
するつもりか。
Ａ　＜小川、溝口、天野＞　相模原市の平成１５年度末の市
債残高は約１７４６億円、平成１６年度末の見込みは、約１７５４億
円となり、約８億円の増となります。城山町の平成１５年度
末の町債残高は約４２億９千万円、平成１６年度末の見込みは、
約４７億１千万円となり、約４億２千万円の増となります。
津久井町の平成１５年度末の町債残高は約６０億７千万円、平
成１６年度末の見込みは、約６２億６千万円となり、約１億９
千万円の増となります。相模湖町の平成１５年度末の町債残
高は約３９億９千万円、平成１６年度末の見込みは、約３９億８
千万円となり、約１千万円の減となります。なお、今後に
つきましては、国の動向等によって、臨時財政対策債など
の建設のため以外の地方債を発行し、財政運営を行う必要
もある状況が考えられます。 
　なお、合併した場合の合併前に起債した地方債の返済に
つきましては、償還計画に基づいて適切に行っていくこと
になります。

住民意向の把握に関すること

Ｑ　パブリックコメント、１万人アンケート以外に市民の
声を反映する手法は考えているか。
Ａ　＜小川＞　パブリックコメントと１万人の方へのアン
ケートのほかにも、今回のシンポジウムの実施により多数
のご意見をいただいておりますし、合併協議会設立以来、
ホームページ上のご意見募集コーナーや、手紙、ファック
ス、メール及び電話などさまざまな方法でご意見をいただ
いております。 
　なお、相模原市といたしましては、タウンミーティング
を１０月下旬より６回の予定で開催しているところです。

Ｑ　「合併は大問題なので、住民投票で是非を決定するべ
き」という意見についてどう思うか。結論とそう考える理
由を明確に。
Ａ　＜溝口＞　相模湖町では、町の将来を見据え、相模原
市と津久井郡４町での合併が賢明であると判断し、議会の
理解を得ながら現在まで合併協議を行ってきましたが、相
模原・津久井地域合併協議会も第６回目まで終了し、任意
協議会としての協議がほぼ終わり、法定協議会への移行を
間近に控えております。 
　私は、町民の皆様に、これまでの協議結果を報告し、１
市４町の合併かあるいは単独町政を継続するかを選択して
いただくために、住民投票を１１月２８日に実施することを決
意しました。この住民投票については、議会制民主主義を
否定するものでは決してなく、あくまでもそれを補完する
意味で行うものと考えております。 
※小川市長・天野町長の回答は、１面の質疑応答をご覧く
ださい。

Ｑ　住民アンケートはいつやるのか。またその方法は。
Ａ　＜小川＞　市町村合併は、市民の皆様の理解のもとに
検討を進め、また意見等を総合的に判断した上で取り組ま
なければならない重要な課題でありますので、市民の皆様
が合併協議についてどのようなお考えや意見をお持ちでい
るかを把握させていただく必要があると考えております。 
　このため、１１月を目途に、相模原市民を対象とした「相

模原・津久井地域の合併に関する市民アンケート調査」を、
郵送により実施いたしたいと考えております。

合併協議やシンポジウムの進め方に関すること

Ｑ　合併した場合に税金や保険料などがどうなるか、など
の肝心な情報を市民に知らせないまま合併を進めることは
大問題だ。はじめから「合併ありき」という進め方には反
対する。
Ａ　＜小川＞　合併に関するあらゆる情報については、合
併協議会だよりや市・町の広報、さらにはホームページな
どで随時お知らせしております。また、合併協議について
は、「合併ありき」ではなく、１市３町が合併した場合に
はどうなるのか、合併の是非を含めて協議し、その結果を
住民の皆様にお知らせしております。今後さらに住民の皆
様と議論していきたいと考えております。

Ｑ　このシンポジウムのパネリストに今回１市３町合併に
批判的な人がいないのはなぜか。聞いている側として、つ
まらないし、合併推進の人からしかコメントが聞けないの
は、問題であると思う。
Ａ　＜小川＞　今回のシンポジウムは、合併協議会の協議
結果と、合併に対する関係首長の考え方をお知らせすると
ともに、住民の皆様からご意見をお聞かせいただくことを
主な目的として開催したものでありますので、パネリスト
については、合併協議会の関係者を中心にさせていただい
ております。

Ｑ　城山町長のシンポジウム不参加の経緯は。またそのこ
とについて、どう思うか。城山町抜きでも合併した方がよ
いと思うのか。
Ａ　＜小川＞　城山町長としては、今回のシンポジウムの
テーマなどを見た上で、合併の是非を含めて協議をしてい
る状態の中では参加できないと判断されたようです。城山
町長が合併に対して慎重な考えであることは承知しており
ますが、なぜ慎重なのかなどを含めて、公開の場で議論す
るのがシンポジウムであると考えております。参加の呼び
かけをいたしましたが、協議会の副会長でもある城山町長
が、結果として御参加いただけなかったことは非常に残念
であると考えております。 
＜天野＞　４町は常にごみ、し尿、消防及び救急業務など
の広域行政を行ってきておりますので、合併はどこまでも
４町が一体となり進めることが最も望ましいことです。シ
ンポジウムには、パネリストとして出席し、意見を述べて
いただきたかったと思っております。 
※溝口町長の回答は、１面の質疑応答をご覧ください。

Ｑ　周囲の人に合併について聞いてみたところ、知らない
という人が大勢いるような状況である。また合併の相手に
ついても、町田市、座間市、愛川町などが望ましいとする
答えが目立った。このような状態で来年の３月までに決定
するのは無理だし、困る。他市町村が３～４年かけてじっ
くりと議論を進めているのに比べ、あまりにもお粗末。時
間をかけ、市民の議論を深めるべきだ。
Ａ　＜小川＞　これまで合併協議会の協議内容などにつき
ましては、新聞折込みにより各戸配布している「合併協議
会だより」やホームページなどを通じ、広く住民の皆様に
お知らせするとともに、出張所、公民館等の施設に合併協
議に関する資料を配置するなど、情報提供に努めてまいり
ました。また、９月２１日に開催した第６回合併協議会まで
に、合併に関する協議が概ね整い、まちづくりの将来ビジ
ョン（素案）も住民の皆様にご提示できることになりまし
たので、現在、シンポジウムを開催しているところです。
また、相模原市としましても、合併に対する私の考え方な
どを市民の皆様に直接ご説明し、ご意見を伺うためのタウ
ンミーティングを開催したり、アンケート調査などを計画
いたしております。さらに、地域の皆様からの要請があっ
た場合には、説明や意見交換などの場を設けることも必要
であると考えております。このような取組みを通じ、合併
についての気運も高まってくるものと考えております。 
　なお、合併の相手についてですが、基本的な姿勢といた
しましては、いずれの自治体であっても、合併の是非を含
めた協議を行う用意はあります。しかし、何分相手の考え
方が重要であり、町田市長からは公式の場で、相模原市と
の合併を検討する意志はないとのお考えを伺っている中、
現在のところ、是非とも合併協議をお願いしたいという申
し入れのありました津久井地域と協議を行っているところ
です。

Ｑ　先日の町長選挙では２００票差で当選された。当選には
違いないが、合併の枠組みへの反対票がかなりあったもの
と考えられる。このような状態で合併を進めることについ
て、どのようにお考えか。多数決とは言っても将来にしこ
りを残すことにならないか。
Ａ　＜溝口＞　今回の選挙の結果については、郡内合併を
望む町民が多数いるという結果を大変重く受け止めていま
す。しかし、合併協議は相手の同意があってできることで、
現在郡内の町同士では、合併協議の合意形成は一切ありま
せん。したがって、１１月２８日に実施する住民投票の選択肢
も「相模原市、城山町、津久井町及び藤野町と合併」と「単
独で町政を継続する」の二つになります。今後は、この合
併へのご理解をさらに深めていただけるように、情報提供
にいっそう力を入れるべく考えております。
※＜小川＞は小川会長（相模原市長）、＜溝口＞は溝口副
会長（相模湖町長）、＜天野＞は天野副会長（津久井町長）
です。

２面のつづき


